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日吉台まつり開催計画
11 月 4 日午後 4 時～ 8時、日吉台小

開
催
時
間
倍
増
、
多
彩
に

【
１
北
】

①
日
吉
台
３
号
公
園
（
通
称
、

プ
リ
ン
山
公
園
）
の
樹
木
の
強

剪
定
を
お
願
い
し
ま
す
。
前
回

の
剪
定
か
ら
数
年
が
経
ち
、
樹

木
が
大
き
く
成
長
し
、
秋
に
は

大
量
の
落
ち
葉
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。
近
隣
住
民
の
高
齢
化

が
進
み
、
公
園
内
や
路
上
と
側

溝
に
溜
ま
っ
た
落
ち
葉
の
始
末

が
出
来
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
対
策
面
か
ら
落
ち
葉
の
清

掃
を
要
請
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

十
分
な
対
策
が
取
れ
ず
に
、
日

吉
台
全
体
の
排
水
管
が
詰
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
②
平
石
古
墳
に
つ
き

ま
し
て
、
入
口
部
分
の
樹
木
伐

採
を
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
は
、

頂
上
付
近
の
樹
木
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
頂
上
付
近
の
樹
木
に

つ
い
て
も
、
伐
採
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
葛
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
葉
が
大
き
く
な
る
ま
で

に
根
切
り
な
ど
の
除
草
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。
平
石
古
墳
全

体
に
葛
が
は
び
こ
っ
て
い
ま
す
。

周
り
に
障
害
物
が
な
い
た
め
北

よ
り
の
風
が
強
く
当
た
り
ま
す
。

現
在
は
、
頂
上
付
近
の
葛
の
枯

れ
葉
が
で
き
る
部
分
か
ら
住
宅

ま
で
は
法
面
が
広
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
法
面
に
飛
ば
さ
れ
た

枯
れ
葉
が
、
何
回
も
強
風
に
あ

お
ら
れ
て
、
結
局
は
住
宅
に
ま

で
入
り
込
ん
で
き
ま
す
。
③
中

央
通
り
の
樹
木
伐
採
に
つ
い
て

見
通
し
を
確
保
す
る
た
め
の
樹

木
伐
採
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
は
４
本
要
望
し
た

内
の
２
本
を
伐
採
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
残
り
の
２
本
に
つ

い
て
も
、
速
や
か
な
伐
採
を
お

願
い
し
ま
す
。
支
所
西
側
の
３

本
の
巨
木
の
内
２
本
は
伐
採

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
だ

１
本
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
伐

採
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

根
の
部
分
を
囲
っ
て
い
た
部
分

も
、
通
路
を
狭
め
て
い
ま
す
。

撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。
④
日

吉
台
一
丁
目
18
の
２
と
３
の
間

の
電
柱
に
街
灯
を
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。
電
柱
の
両
脇
２
軒
と

道
向
か
い
２
軒
の
了
解
を
得
て

い
ま
す
。

【
1
南
】

①
１
６
１
号
線
井
内
動
物
病

院
～
第
９
公
園
東
側
の
防
音
樹

木
の
剪
定
を
し
て
下
さ
い
。
②

４
年
前
に
防
音
樹
木
の
剪
定
を

地
上
６
Ｍ
で
剪
定
し
て
頂
き
ま

し
た
が
既
に
、
以
前
以
上
の
高

木
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も

地
上
６
Ｍ
で
剪
定
お
願
い
し
ま

す
。
③
第
９
公
園
に
日
当
た
り

風
通
し
が
悪
く
、
公
園
内
に
コ

ケ
が
繁
茂
し
て
い
る
。
④
１
６

１
号
線
に
接
す
る
住
宅
４
軒
の

裏
及
び
消
防
団
～
井
内
動
物
病

院
の
草
刈
を
年
１
回
、
及
び
、

第
９
公
園
側
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

化
し
て
フ
ェ
ン
ス
内
側
ブ
ロ
ッ

ク
の
法
面
を
年
１
回
草
刈
お
願

い
し
ま
す
。

【
２
南
】

①
大
津
市
２
丁
目
７
番
地
の

１
と
６
番
地
の
２
の
間
か
ら
西

教
寺
に
通
じ
る
道
（
幹
１
０
７

３
号
線
）
に
出
会
う
ま
で
の
大

津
市
の
里
道
（
地
図
赤
矢
印
区

間
、
写
真
赤
の
曲
線
）
の
草
刈

り
は
、
ず
っ
と
近
く
に
居
住
す

る
高
齢
者
が
草
刈
り
機
で
除
草

し
て
く
れ
て
い
る
現
状
。
こ
の

里
道
の
除
草
は
大
津
市
で
も
年

間
２
回
し
て
も
ら
い
た
い
。
②

大
津
市
２
丁
目
７
番
地
の
１
と

６
番
地
の
間
の
大
津
市
の
里
道

か
ら
出
た
と
こ
ろ
の
西
教
寺
に

通
じ
る
道
（
幹
１
０
７
３
号
線
）

に
出
会
っ
た
所
の
日
吉
台
側
の

歩
道
の
低
木
の
街
路
樹
は
、
す

ぐ
に
枝
が
伸
び
て
き
て
、
歩
行

者
は
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
西

教
寺
法
面
か
ら
降
り
て
く
る
道

は
カ
ー
ブ
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
車
も
歩
行
者
が
い
る
こ
と

に
気
づ
き
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
が
現
状
。
要
望
１
：
低
木
の

街
路
樹
の
写
真
の
部
分
の
刈
込

を
年
２
回
以
上
、
要
望
２
：
西

教
寺
方
面
か
ら
降
り
て
く
る
車

の
運
転
手
と
、
里
道
か
ら
道
路

側
に
出
よ
う
と
す
る
子
供
た
ち

や
住
民
の
両
者
へ
の
危
険
回
避

と
注
意
意
識
を
つ
け
る
為
、
道

路
側
２
か
所
の
赤
い
△
コ
ー
ン

の
場
所
に
例
え
ば
「
飛
び
出
し

坊
や
」
等
の
看
板
を
設
置
し
て

も
ら
い
た
い
。
尚
こ
の
要
望
は
、

草
刈
り
を
し
て
い
た
方
か
ら
は

個
人
的
に
道
路
管
理
課
や
警
察

署
等
へ
約
10
年
前
か
ら
直
接
何

回
も
要
望
を
し
て
い
た
と
の
こ

と
。
２
丁
目
自
治
会
と
し
て
の

要
望
は
今
回
が
初
め
て
。

【
3
西
】

①
一
級
河
川
高
橋
川
河
川
管
理

用
通
路
の
除
草
を
お
願
い
し
ま

す
。
日
吉
台
三
丁
目
34
番
地
先

の
一
級
河
川
高
橋
川
左
岸
の
河

川
管
理
用
通
路
が
舗
装
さ
れ
て

お
ら
ず
、
毎
年
雑
草
が
繁
殖
し

て
い
ま
す
。
害
虫
の
発
生
や
害

獣
及
び
不
審
者
の
発
見
に
支
障

と
な
り
、
近
隣
住
民
の
不
安
と

な
っ
て
い
ま
す
。
河
川
を
適
切

に
管
理
す
る
観
点
か
ら
も
、
環

境
保
全
を
図
る
観
点
か
ら
も
雑

草
等
が
な
い
の
が
、
県
に
と
っ

て
も
近
隣
住
民
に
と
っ
て
も
好

ま
し
い
状
態
で
す
。
県
大
津
土

木
事
務
所
で
こ
れ
ま
で
年
一
回

の
除
草
作
業
を
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、
除
草
作
業
の
継
続

と
で
き
れ
ば
年
複
数
回
の
除
草

作
業
を
要
望
し
ま
す
。

②

日
吉
台
第
二
加
圧
ポ
ン
プ

場
・
日
吉
台
配
水
場
内
に
あ
る

桜
の
木
の
枝
の
剪
定
を
お
願
い

し
ま
す
。
日
吉
台
三
丁
目
27

番
地
先
日
吉
台
第
二
加
圧
ポ
ン

プ
場
内
の
西
側
に
あ
る
桜
の
木

が
大
き
く
な
り
、
フ
ェ
ン
ス
を

越
え
て
枝
が
張
り
だ
し
、
落
葉

時
期
に
は
隣
接
す
る
民
家
の
雨

樋
に
多
量
の
落
ち
葉
を
落
と
す

た
め
つ
ま
り
の
原
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
落
葉
が
場
内
に
収
ま

る
よ
う
木
の
枝
の
剪
定
を
お
願

い
し
ま
す
。
③

一
級
河
川
高

橋
川
左
岸
側
に
あ
る
台
風
に
よ
っ

て
倒
木
し
た
桜
の
木
の
抜
根
を

お
願
い
し
ま
す
。
日
吉
台
三
丁

目
33
番
地
先
日
吉
台
小
学
校
西

側
に
あ
る
一
級
河
川
高
橋
川
左

岸
側
の
植
樹
帯
に
あ
る
伐
採
後

の
桜
の
木
の
根
が
残
置
し
て
い

る
た
め
、
「
日
吉
台
花
と
緑
の

会
」
が
進
め
る
住
み
よ
い
街
づ

く
り
の
伐
採
箇
所
に
桜
を
復
元

す
る
障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
殺
伐
と
し
た
景
観
で
は

な
く
潤
い
の
あ
る
街
づ
く
り
に

す
る
た
め
倒
木
し
た
桜
の
木
の

抜
根
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
開
催
が
決
ま
り
名
称

を
あ
ら
た
め
た
「
第
25
回
日

吉
台
ま
つ
り
」
は
11
月
４
日
、

午
後
４
時
か
ら
同
８
時
ま
で

日
吉
台
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で

開
か
れ
る
。
こ
の
ほ
ど
ま
と

め
ら
れ
た
開
催
計
画
に
よ
る

と
、
ま
つ
り
開
催
時
間
は
、

こ
れ
ま
で
に
比
べ
倍
増
、
飲

食
関
係
出
店
者
も
昨
年
比
で

大
幅
に
増
え
て
い
る
。

出
店
す
る
の
は
11
団
体
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
遊
ぼ
う
、

子
ど
も
向
け
く
じ
引
き
、
ボ
ー

ル
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

な
ど
の
子
ど
も
向
け
ゲ
ー
ム

ほ
か
、
や
き
そ
ば
、
た
こ
や

き
、
い
か
や
き
、
お
で
ん
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
缶
ビ
ー

ル
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
ま

つ
り
で
お
な
じ
み
の
夜
店
な

ど
が
軒
を
連
ね
、
昨
年
少
な

か
っ
た
飲
食
関
係
の
出
店
が

目
立
つ
。

イ
ベ
ン
ト
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
は
、
バ
ン
ド
、
江
州

音
頭
盆
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
、

ダ
ン
ス
ほ
か
、
幼
・
保
育
園

児
か
ら
小
・
中
学
生
、
社
会

人
、
主
婦
ら
様
々
な
チ
ー
ム

の
オ
バ
サ
ン
バ
一
座
が
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
ダ
ン
ス
を
披
露
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

出
店
ブ
ー
ス
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
舞
台
の
レ
イ
ア
ウ
ト

は
、
日
吉
台
小
校
舎
前
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
半
円
形
に
出
店

テ
ン
ト
を
配
置
。
グ
ラ
ウ
ン

ド
か
ら
斜
面
を
上
が
る
校
舎

南
敷
地
は
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー

ジ
が
設
け
ら
れ
る
。
出
店
ブ
ー

ス
を
半
円
形
に
並
べ
る
の
は

昨
年
と
変
わ
ら
な
い
が
出
店

ブ
ー
ス
の
間
に
置
い
た
観
覧

席
は
、
ス
テ
ー
ジ
前
に
設
置
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
観
賞
し

や
す
い
よ
う
に
し
た
。

４
日
が
雨
天
の
場
合
は
、

５
日
に
順
延
、
５
日
も
雨
天

の
時
は
、
同
日
午
前
10
時
、

日
吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
出

店
食
材
の
即
売
会
を
開
催
す

る
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
の
入
場
票
の
提
出
は
求

め
な
い
が
、
感
染
症
対
策
は

各
自
で
行
う
よ
う
働
き
か
け

る
。
ま
た
、
会
場
に
は
ゴ
ミ

箱
は
設
け
な
い
の
で
受
け
付

け
で
配
布
す
る
ご
み
袋
に
持

ち
帰
り
自
宅
で
廃
棄
し
て
も

ら
う
。
ペ
ッ
ト
連
れ
の
会
場

入
場
も
禁
止
さ
れ
る
。

日
吉
台
ま
つ
り
で
行
わ
れ

る
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
に
参

加
す
る
出
場
者
の
募
集
が
行

わ
れ
て
い
る
。

参
加
希
望
の
人
は
、
住
所
、

名
前
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
歌
い
た
い
曲
名

と
歌
手
名
を
石
岡
一
葉
さ
ん

（
０
９
０
ー
５
０
６
４
ー
９

０
９
８
、h

i
y
o
s
h
i
d
a
i
k

a
r
a
o
k
e

@g
m
a
i
l

.c
o
m

）

ま
で
。
締
め
切
り
は
10
月
15

日
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
る
。

カ
ラ
オ
ケ
参
加
者
募
集

学
区
ま
ち
づ
く
り
カ
ン
パ

ニ
ー
（
濱
崎
博
会
長
）
が
実

行
委
を
組
織
し
て
実
施
す
る

日
吉
台
コ
ン
サ
ー
ト
「
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
の
つ
ど
い
」
が
11

月
26
日
午
後
２
時
、
日
吉
台

市
民
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
る
。

出
演
は
、
大
津
市
出
身
で

県
立
石
山
高
音
楽
科
を
経
て

東
京
芸
大
音
楽
部
器
楽
科
コ

ン
ト
ラ
バ
ス
専
攻
卒
で
、
現

在
石
山
高
音
楽
科
非
常
勤
講

師
の
小
林
秀
美
さ
ん
。
ピ
ア

ノ
演
奏
は
大
阪
音
大
音
楽
学

部
ビ
ア
ノ
科
卒
で
岡
山
若
い

芽
の
コ
ン
サ
ー
ト
入
賞
。
な

に
わ
芸
術
祭
等
に
出
演
し
、

現
在
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
ゴ
ス

ペ
ル
を
中
心
に
演
奏
活
動
を

す
る
野
田
常
喜
さ
ん
。
演
奏

曲
目
は
、
赤
と
ん
ぼ
、
蘇
州

夜
曲
、
白
鳥
な
ど
。

コ
ン
サ
ー
ト
の
入
場
定
員

は
２
０
０
人
。
入
場
料
５
０

０
円
。
入
場
券
は
10
月
23
日

か
ら
11
月
25
日
ま
で
、
日
吉

台
2
丁
目
12
の
１
、
喫
茶

「
ひ
よ
し
」
と
11
月
4
日

開
催
の
「
日
吉
台
ま
つ
り
」

会
場
本
部
テ
ン
ト
内
の
ま

ち
づ
く
り
カ
ン
パ
ニ
ー
事

務
局
で
販
売
。
定
員
に
達

し
次
第
販
売
を
打
ち
切
る
。

コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
岡
田
英
治
さ
ん

ま
で
（
０
９
０
ー
７
３
５
９
ー

２
８
１
２
）
。

野田常喜さん 小林秀美さん

コントラバスのつどい
喫茶「ひよし」でチケット取り扱い

日吉台コンサート

学
区
要
望

各
丁
提
出
分
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日
吉
台
小
学
校
は
９
月
21
日
、
大
津
市
教
委
が

進
め
る
「
学
校
夢
づ
く
り
プ
ラ
ス
・
作
家
等
と
の

交
流
事
業
」
を
実
施
、
直
木
賞
作
家
で
大
津
市
在

住
の
歴
史
小
説
家
、
今
村
翔
吾
さ
ん
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ナ
ル
ス
ピ
ー
カ
ー
、
株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｏ
代

表
、
熊
木
太
郎
さ
ん
を
招
き
、
今
村
さ
ん
ら
は
５
、

６
年
生
児
童
38
人
ら
を
対
象
に
同
校
集
会
室
で
講

演
な
ど
を
行
い
交
流
し
た
。

同
事
業
は
市
教
委
が
今
年
度
、
市
内
各
校
を
対

象
に
実
施
、
日
吉
台
小
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
読

書
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
夢
の
実
現
に
向
け
、

努
力
や
生
き
方
を
伝
え
て
も
ら
う
た
め
お
二
人
を

招
い
た
。

今
村
さ
ん
と
熊
木
さ
ん
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
を

前
に
「
本
と
の
出
会
い
」
に
つ
い
て
講
演
。
今
村

さ
ん
は
「
本
を
読
む
こ
と
は
人
と
人
と
の
出
会
い

と
い
っ
し
ょ
。
本
を
読
む
こ
と
で
（
本
に
は
）
い
っ

ぱ
い
答
え
が
書
い
て
あ
る
。
今
読
む
と
め
ち
ゃ
め

ち
ゃ
得
を
す
る
」
と
子
ど
も
た
ち
に
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
読
書
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
た
。

こ
の
あ
と
、
「
サ
ン
キ
ュ
ー
レ
タ
ー
を
書
い
て

み
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
子
ど
も
た
ち
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
、
手
紙
の
書
き
方
、
書
く
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
こ
の
日
、
佐
藤
健
司
大

津
市
長
も
交
流
事
業
に
顔
を
見
せ
、
今
村
、
熊
木

さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
熱
心

に
メ
モ
取
り
し
な
が
ら
見
学
し
て
い
た
。

日
吉
台
小
夢
プ
ロ
事
業

日

吉

台

小

で

講

演

を

行

な

い

児

童

ら

と

交

流

す

る

今

村

さ

ん

（

左

）

子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
地

域
の
課
題
解
決
や
街
づ
く
り

を
考
え
る
「
令
和
５
年
度
日

吉
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
が
夏

休
み
中
の
８
月
22
日
、
大
津

市
坂
本
の
比
叡
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
県
が
提

唱
す
る
「
琵
琶
湖
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
」
の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ

に
協
議
し
、
交
流
を
深
め
た
。

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
は
、
日

吉
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
雄
琴
、
日

吉
台
、
坂
本
、
下
阪
本
の
４

小
と
比
叡
山
、
日
吉
の
２
中

学
校
の
児
童
会
、
生
徒
会
で

構
成
さ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
養
成

を
目
的
に
し
た
組
織
。
日
吉

ブ
ロ
ッ
ク
地
域
の
課
題
を
浮

き
彫
り
さ
せ
解
決
に
向
け
て

の
検
討
や
提
言
な
ど
の
ほ
か
、

ア
ル
ミ
缶
回
収
益
に
よ
る
ユ

ニ
セ
フ
募
金
活
動
ほ
か
、
ヨ

シ
刈
り
、
花
の
ま
ち
づ
く
り
、

ふ
る
さ
と
大
掃
除
、
ク
リ
ー

ン
作
戦
な
ど
の
地
域
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。

こ
の
日
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

子
ど
も
た
ち
は
、
各
校
区
で

の
活
動
、
取
り
組
み
を
報
告

し
た
あ
と
、
「
琵
琶
湖
版
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
「
Ｍ
Ｌ
Ｇ
ｓ
」

（
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
ゴ
ー
ル
ズ
）

に
つ
い
て
各
小
学
校
校
区
に

分
か
れ
討
議
、
琵
琶
湖
の
環

境
を
守
り
な
が
ら
私
た
ち
の

暮
ら
し
を
持
続
可
能
な
も
の

に
す
る
た
め
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、
地
域
の
人
た
ち
を
交

え
話
し
合
い
を
行
っ
た
。

日
吉
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
開
催

琵
琶
湖
の
環
境
、
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
に
討
議

琵琶湖の環境と暮らしをテーマに討議する日吉子どもサミッ
ト参加の児童、生徒たち

空
き
家
対
策
で
調
査
ヒ
ア
リ
ン
グ

学
区
で
行
な
う
空
き
家

対
策
事
業
の
取
り
組
み
と

今
後
の
課
題
な
ど
を
調
べ

る
た
め
広
島
県
呉
市
の
呉

工
業
高
等
専
門
学
校
副
校

長
で
建
築
学
科
教
授
の
篠

部
裕
さ
ん
が
９
月
16
日
、

日
吉
台
学
区
を
訪
問
、
日

吉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、

学
区
空
き
家
対
策
委
の
濱

崎
博
事
務
局
長
ら
対
策
委

役
員
ら
か
ら
調
査
研
究
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。

同
学
校
篠
部
研
究
室
で

は
、
地
元
の
自
治
会
や
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
一
般
社
団
法
人

な
ど
が
実
施
す
る
空
き
家
、

空
き
地
問
題
の
解
決
、
改
善

に
取
り
組
む
全
国
の
先
進
地

事
例
を
対
象
に
今
後
の
空
き

家
、
空
き
地
対
策
の
整
備
体

制
の
あ
り
方
を
構
築
す
る
た

め
の
調
査
、
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
調
査
の
過
程
で

日
吉
台
学
区
空
き
家
対
策
委

が
、
自
治
会
と
し
て
大
規
模

住
宅
地
と
し
て
の
空
き
家
対

策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
知
り
、
調
査
対
象
の

一
つ
に
組
み
入
れ
た
。

学
区
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
は
、

濱
崎
事
務
局
長
ほ
か
、
野
々

口
義
信
学
区
自
治
連
合
会
長

兼
空
き
家
対
策
委
員
長
、
中

野
義
勝
空
き
家
対
策
委
会
計

が
同
席
、
対
応
に
あ
た
っ
た
。

篠
部
さ
ん
は
、
こ
の
日
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
で
、
学
区
の
活
動

体
制
、
実
績
、
活
動
資
金
、

活
動
の
成
果
、
今
後
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
約
２
時
間
に

わ
た
り
聞
き
取
り
調
査
し
た
。

篠
部
研
究
室
で
は
、
学
区
の

空
き
家
対
策
を
含
め
全
国
の

調
査
を
卒
業
研
究
や
学
会
、

協
会
な
ど
の
発
表
論
文
に
使

用
す
る
こ
と
し
て
い
る
。

日吉台市民センターで聞き取り調査をする篠部裕呉工

業高専教授（中央）

敬
老
月
間
の
９
月
17
日
、
学
区
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
の
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
が
日
吉

台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
参
加
し
た

お
年
寄
り
た
ち
は
、
式
典
の
あ
と
繰
り
広
げ

ら
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
、
残
暑
が

厳
し
い
な
か
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

い
た
。

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
学
区
の
高
齢
化
で

参
加
対
象
者
を
今
年
、
75
歳
以
上
か
ら
80
歳

以
上
に
引
き
上
げ
、
こ
の
日
は
84
人
が
参
加

し
た
。

式
典
で
呉
屋
之
保
・
学
区
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
が
「
元
気
な
お
顔
を
み
せ
て
い
た
だ

き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
来

賓
と
し
て
出
席
し
た
佐
藤
健
司
・
大
津
市
長

が
「
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
な
か
っ
た
顔
合
わ
せ
、

体
を
動
か
せ
る
こ
と
が
元
気
の
秘
訣
。
市
と

し
て
も
み
な
さ
ん
の
日
ご
ろ

の
活
動
に
支
援
を
続
け
た
い
」

と
激
励
、
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
た
。

こ
の
あ
と
今
年
百
歳
と
米

寿
を
迎
え
た
参
加
者
に
お
祝

い
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

（
敬
老
の
つ
ど
い
に
来
賓
と

し
て
出
席
、
お
祝
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
る
佐
藤
市
長
）

なごやかに敬老のつどい

学区社協主催、４年ぶりの開催

日
吉
台
小
で
子
ど
も
た
ち

に
野
菜
づ
く
り
体
験
ボ
ラ
テ
ィ

ア
を
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い

農
園
」
（
森
育
寿
代
表
）
は
、

秋
恒
例
の
「
ビ
オ
ラ
・
パ
ン

ジ
ー
苗
」
の
配
布
、
販
売
を

計
画
し
て
い
る
。

販
売
方
式
は
、
購
入
予
約

と
10
月
29
日
午
前
10
時
、
旧

滋
賀
銀
行
日
吉
台
出
張
所
前

で
行
う
当
日
販
売
が
あ
る
。

当
日
販
売
に
は
、
数
量
に
限

り
が
あ
り
、
主
催
者
で
は
購

入
予
約
を
推
奨
し
て
い
る
。

購
入
予
約
の
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
森
さ
ん
（
０

９
０
ー
９
６
１
３
ー
０
６
２

６
）
か
松
島
さ
ん
（
０
９
０
ー

８
８
２
４
ー
１
７
６
４
）
ま

で
。
当
日
販
売
日
に
警
報
発

令
が
出
た
場
合
は
翌
日
に
順

延
す
る
。

例
年
行
な
っ
て
い
た
「
野

菜
マ
ル
シ
ェ
」
と
の
コ
ラ
ボ

は
、
農
園
の
野
菜
が
不
作
の

た
め
取
り
止
め
、
花
苗
販
売

の
単
独
開
催
と
し
た
。

花
苗
の
販
売
受
付
け

ふ
れ
あ
い
農
園

呉
工
業
高
専
教
授
、
学
区
訪
問


